
（別紙３）

～ 令和７年10月末日

（対象者数） 21 （回答者数）
9

～ 令和8年1月26日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・構造化をさらに行い、場所によって利用目的

を明確にするなど、可視化を充実していく

・同じ事の繰り返しにならないように、新しい

事を取り入れながら改善を常に心がけていく

2

死角には鏡を置く等の具体的な提案を出してい

き、支援が必要な動線をマニュアル化するな

ど、職員の誰でも同じ対応が出来るようにして

いく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・避難訓練等の実施結果をSNSやお便り等でお

知らせしていく（お便りで実際に報告済み）

・普段の相談や面談等も家族支援の一部である

事を伝えていく

・無理に全員参加の行事等を作るのではなく、

参加の選択肢がある交流の形を検討していく。

2

職員全員が集まれない事が多いので、集まれな

い事を前提にした対応（仕組み）をさらに構築

していく

・情報等の確認がしやすい様に視覚化を進めて

いく

○事業所名 さぽーとnaviぴっぷ

○保護者評価実施期間
令和7年10月15日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・避難くれんの実施について「解らない」の返答が多

かった。

・スペースが狭い

・家族支援について

・保護者の交流について

・実施はしているが伝わっていない。

・家族支援とはどの様な事なのか伝えきれていない可能

性を感じる

・保護者同氏のつながりをあまり必要としていないと感

じる

・一般住宅という事もあり狭さからくる「支援のしに

くさ」を感じている

・日々の対応の確認に差が出てしまう

・地域交流、家族向け研修が出来ていない

・職員の勤務体制による情報格差ができていしまう

・視覚的な提示やパーテェーションの活用な限られた環

境の中で工夫をしている

・勤務体制等によって情報の確認格差によって生まれる

支援の内容に差がでてしまう。

・支援の透明性と５領域に対してや活動が偏らないよ

うにに工夫している点は評価していただいたと感じて

いる。

・衛星管理に関しては徹底している

・危機管理への対応

・事業所があまり広くないので、構造化を積極的に行っ

ている

・毎日行っている活動が５領域のどのテーマに対する内

容なのかを解りやすくなるように、お便りを工夫してい

る

・

・職員が疑問等をすぐに相談できる体制は出来ている

と感じる

・個別支援に対する意識の高さ

・危機管理意識の高さ

・離職の防止や事故の防止の意識が高く出来ている

・視覚的な提示やパーテェーションの活用な限られた環

境の中で工夫をしている

・

事業所における自己評価総括表公表


